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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・ボンド・ファンド」は、このたび第17期の
決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 無期限｡ただし､信託約款所定の事由が生じたときは､信託

契約を解約し､信託を終了(償還)させることがあります｡ 

運 用 方 針 
世界各国の投資適格格付けの公社債を主な投資対象と
し､信託財産の成⻑を図ることを目的として運用を⾏い
ます｡ 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

アライアンス・バーンスタイン・グロー
バル・ボンド・マザーファンド受益証券
を主要投資対象とします｡ 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グローバル・ボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

世界各国の投資適格格付けの公社債を主
な投資対象とします｡原則として､取得時
に格付機関により投資適格格付けを得て
いる公社債としますが､格付けを得てい
ない場合でも､委託者が投資適格債に相
当すると判断した場合は投資を⾏う場合
もあります｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

①株式への実質投資割合は､信託財産の
純資産総額の10％以内とし､優先株
および転換社債の転換､新株引受権の
⾏使および新株予約権の⾏使､株主割
当または社債権者割当により取得し
たものに限ります｡ 

②外貨建資産への実質投資割合には､制
限を設けません｡ 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グローバル・ボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

①株式への投資割合は､信託財産の純資
産総額の10％以内とし､優先株およ
び転換社債の転換､新株引受権の⾏使
および新株予約権の⾏使､株主割当ま
たは社債権者割当により取得したも
のに限ります｡ 

②外貨建資産への投資割合には､制限を
設けません｡ 

分 配 方 針 

(１)毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を
⾏います｡ 
①分配対象額は､経費控除後の利⼦等収益および売

買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等を

勘案して決定します｡ただし､分配を⾏わない場合
もあります｡ 

(２)留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本
方針｣および｢運用方法｣に基づき元本と同⼀の運用
を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 
愛称 ボンド・ストーリー 

追加型投信／内外／債券 
第17期(決算日2019年５⽉７日) 
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－ 1 － 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

13期(2015年５月１日) 17,359 0 9.0 422.78 10.7 95.9 － 1,734 

14期(2016年５月２日) 16,288 0 △6.2 401.03 △ 5.1 98.9 － 1,119 

15期(2017年５月１日) 16,346 0 0.4 402.70 0.4 98.1 － 805 

16期(2018年５月１日) 16,573 0 1.4 415.39 3.2 95.2 － 864 

17期(2019年５月７日) 16,567 0 △0.0 420.54 1.2 97.9 － 898 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

 
※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークはFTSE世界国債インデックス（円ベース）です。FTSE世界国債インデックス（円ベース）は、原則として基準価

額計算日前日付の数値を採用しています。FTSE世界国債インデックス（円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除

く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデックスに関する著作権等の知

的財産権その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年５月１日 16,573 － 415.39 － 95.2 － 

５月末 16,245 △2.0 406.62 △2.1 99.0 － 

６月末 16,421 △0.9 410.99 △1.1 96.6 － 

７月末 16,513 △0.4 413.18 △0.5 95.9 － 

８月末 16,456 △0.7 413.72 △0.4 98.4 － 

９月末 16,685 0.7 417.96 0.6 96.2 － 

10月末 16,398 △1.1 411.26 △1.0 97.3 － 

11月末 16,512 △0.4 415.12 △0.1 92.4 － 

12月末 16,377 △1.2 412.71 △0.6 94.1 － 

2019年１月末 16,312 △1.6 413.53 △0.4 90.1 － 

２月末 16,513 △0.4 417.70 0.6 96.6 － 

３月末 16,642 0.4 421.60 1.5 97.4 － 

４月末 16,634 0.4 420.46 1.2 98.2 － 

(期  末)       

2019年５月７日 16,567 △0.0 420.54 1.2 97.9 － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド（以下「当ファンド」ということがありま

す。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびFTSE世界国債インデックス（円ベース）は、期首（2018年５月１日）の値が基準価額と同一となるように

指数化しております。 

（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）の騰落率は前期末比－0.0％で、ほぼ変わらずとなりました。一方、

FTSE世界国債インデックス（円ベース）は同1.2％の上昇となりました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

【上昇要因】 

・為替市場において円安ドル高となったこと 

・欧米の国債価格の上昇 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

【下落要因】 

・為替市場において円高ユーロ安となったこと 

 

  
当期は、先進国の国債金利は、前期末と比べ低下（価格は上昇）しました。また、為替市場では、期を通し

て不安定な動きの中、前期末と比べ円安ドル高となった一方、円高ユーロ安となりました。 

 

世界の債券市場は以下のとおりでした。 

 

【米国国債】 

米国国債金利は、前期末比で低下しました。期初から2018年11月中旬にかけては、堅調な米国企業業績や米

国の株高、利上げ期待などから、金利は上昇（価格は下落）基調で推移しましたが、その後、2019年年始にか

けては原油安や米国の株安が進んだことから、金利は大幅に低下しました。その後、金利はいったんやや反発

したものの、３月に米連邦準備理事会（ＦＲＢ）が年内利上げの見送りを示したことなどから、再び低下しま

した。４月以降期末にかけては、世界的な景気減速懸念が和らいだことで金利はやや上昇しました。 

 

【欧州の国債】 

ドイツ国債金利も、前期末比で低下しました。期初から2018年９月にかけてはレンジ内の動きでしたが、10

月以降2019年年始にかけては、イタリアの政局懸念やイギリスの欧州連合（ＥＵ）離脱に関する不透明感など

から金利は低下基調で推移しました。その後も、欧州委員会がユーロ圏の2019年成長率見通しを引き下げたこ

とや、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が利上げ時期の見通しを来年以降に先延ばししたことなどを背景に、金利は低

下基調で推移しました。４月以降期末にかけては、世界的な景気減速懸念が和らいだことで金利はやや上昇し

ました。 

 

【日本国債】 

日本国債金利は、前期末比で低下しました。期初から2018年７月中旬にかけては、きわめて狭いレンジ内で

の推移でしたが、７月下旬以降、日本銀行（日銀）が金融緩和政策を修正するとの報道などから金利は上昇し

ました。しかし10月中旬以降期末にかけては、世界的な株安などを背景に、金利は低下基調で推移しました。 

 

【為替市場】 

円ドル・レートは、期初から2018年12月上旬にかけては、米国の好調な経済指標や企業業績などを背景に円

安ドル高基調で推移しましたが、12月中旬以降、2019年１月初旬にかけては、米中貿易摩擦への懸念や欧州の

政治不安などから、世界的に大きく株価が下落し、円高ドル安に転じました。その後、期末にかけては、欧米

の株式市場の反発や好調な経済指標などを背景に円安基調で推移しました。円ユーロ・レートは、期初から

2018年９月にかけては、イタリアの政局不安や８月のトルコリラの急落などで不安定な動きとなりました。10

月以降2019年１月初旬にかけては、イタリアの財政懸念や世界的な株安から円高ユーロ安となりました。その

後、欧米の株式市場の反発を背景にややユーロが戻しましたが、３月に入り、欧州の景気減速懸念や、ＥＣＢ

が利上げの時期を来年以降に延期したことなどを受け、期末にかけては再び円高ユーロ安となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド（以下「マザーファン

ド」ということがあります。）受益証券への投資を通じて、主として世界各国の投資適格格付の公社債へ投資

することにより、信託財産の成長を図ることを目的としています。当ファンドは外貨建資産について、原則と

して為替ヘッジは行わないこととしています。 

当ファンドは期を通してほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

世界各国の投資適格債を対象に調査チームによる相対的投資価値分析を基本としたアクティブ運用を行い

ます。運用にあたっては、当期も引き続き、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、

相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行いました。 

 

その結果、先進国の国債では、相対的な魅力度の観点から引き続き日本を低めの組入れとし、北米（米国・

カナダ）を高めの組入れとしていましたが、米国金利が大きく低下したことを受けて、期末にかけては低めの

組入れに転換しました。ユーロ圏については、将来的な利上げを見越して低めの組入れとしていましたが、利

上げの先延ばしが決定したことで中立方向に転換しました。社債については、緩やかな経済成長を伴う金利上

昇局面においては、投資適格社債を含む非国債の保有が有効とみており、投資機会を見極めて組み入れまし

た。セクター別では金融セクターやヘルスケア・セクターなどを買い増し、資本財セクターや自動車セクター

などを新たに組み入れた一方、その他製造セクターやエネルギー・セクターなどを一部売却し、総合保険セク

ターやメディア/エンターテイメント・セクターをすべて売却しました。 

 

  
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合（小数第２位を四捨五入）。 

（注） 国別比率は発行国を表示。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
ベンチマークとの比較では、マザーファンドにおいて、

米ドルやニュージーランドドルを低めとした通貨配分が

主なマイナス要因となりました。一方、ユーロ圏の国債

や米国の投資適格社債の銘柄選択が主なプラス要因とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、信託財産の成長を目指す観点から見送ることといたしました。なお、収益分配

に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第17期 

2018年５月２日～ 
2019年５月７日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 7,433  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（円ベース）です。
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

世界経済は、関税引き上げへの懸念などを背景に世界的な貿易量減少等の影響から、2019年前半の経済成長

率はやや低下するとみていますが、年央以降は各国の財政政策対応により、経済成長率の減速は限定的にとど

まると予想しています。米国経済は、減税や政府歳出拡大により個人消費は衰えないとみており、経済成長率

の急失速（景気後退）には至らず、マイルドな減速にとどまると予想しています。金融政策については、ＦＲＢ

は2019年の利上げ予想回数をゼロに引き下げたため、利上げは当面実施されないと見込んでいます。欧州経済

は、輸出停滞などから経済成長率の下振れが続いており、2019年は減速すると予想しています。また、利上げ

開始時期については、インフレ率の伸びが十分高まらないことや景気の停滞を受け、利上げ凍結と信用緩和策

の継続を決定したものの、今後も更なる利上げの先送りがあると予想しています。日本経済は、引き続き金

融・財政政策の支えにより経済成長を維持すると予想しています。また、2019年に消費増税を控える中で、日

銀の金融緩和政策は長期化するとみています。 

 

上記のような見通しの下、国債については、相対的な魅力度の観点から日本の組入れを低めとするほか、北

米やイギリスについても組入れを低めとする方針です。また、緩やかな経済成長を伴う金利上昇局面において

は、投資適格社債を含む非国債の保有が有効とみており、投資機会を見極めて組み入れる方針です。 

 
※上記は決算日時点での見通しおよび運用方針であり、今後予告なしに変更することがあります。また、市況の変動等により方針どおりの

運用が行われない場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2018年５月２日～2019年５月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 212  1.284  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 98)  (0.593)  委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (105)  (0.637)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 6   0.038   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.009)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.018)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.010)  その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 218   1.322    

期中の平均基準価額は、16,475円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年５月２日～2019年５月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 47,146 95,325 35,789 72,400 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 
   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○利害関係人との取引状況等 (2018年５月２日～2019年５月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年５月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 426,796 438,153 897,819 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年５月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 897,819 99.3 

コール・ローン等、その他 6,583 0.7 

投資信託財産総額 904,402 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(21,459,137千円)の投

資信託財産総額(26,278,912千円)に対する比率は81.7％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝110.69円、１カナダドル＝82.33円、１ペルーソル＝33.46円、１ユーロ＝123.93円、１英ポンド＝145.08円、１スウェー

デンクローナ＝11.58円、１ポーランドズロチ＝28.95円、１ニュージーランドドル＝73.13円、１シンガポールドル＝81.17円、１マレー

シアリンギット＝26.70円、１南アフリカランド＝7.66円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○特定資産の価格等の調査 

調査を行った者の名称 

EY新日本有限責任監査法人 

 

調査の結果及び方法の概要 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドにおいて行った取引のうち、調査依

頼を行った取引は2018年５月２日から2019年５月７日までの間で直物為替先渡取引（以下「NDF」といいます。）

86件でした。投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づき、これらの

NDF取引については比較可能な価格のほか、通貨、期日、レート、取引の相手方の名称、その他当該取引の内

容に関してEY新日本有限責任監査法人へその調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指

針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関する実務指

針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を受領する予定です。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について保証を提供する

ものではありません。 

以上 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年５月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 904,402,299   

 コール・ローン等 652,317   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ボンド・マザーファンド(評価額) 

897,819,982   

 未収入金 5,930,000   

(B) 負債 5,907,597   

 未払解約金 101,093   

 未払信託報酬 5,725,497   

 未払利息 1   

 その他未払費用 81,006   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 898,494,702   

 元本 542,345,315   

 次期繰越損益金 356,149,387   

(D) 受益権総口数 542,345,315口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,567円 
 

（注） 期首元本額521,418,072円､期中追加設定元本額67,871,082円､

期中一部解約元本額46,943,839円｡当期末現在における１口当

たり純資産額1.6567円｡ 
 

○損益の状況 (2018年５月２日～2019年５月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        278   

 支払利息 △        278   

(B) 有価証券売買損益 11,869,817   

 売買益 13,230,640   

 売買損 △  1,360,823   

(C) 信託報酬等 △ 11,379,909   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 489,630   

(E) 前期繰越損益金 180,992,044   

(F) 追加信託差損益金 174,667,713   

 (配当等相当額) (  194,062,672)  

 (売買損益相当額) (△ 19,394,959)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 356,149,387   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 356,149,387   

 追加信託差損益金 174,667,713   

 (配当等相当額) (  194,062,672)  

 (売買損益相当額) (△ 19,394,959)  

 分配準備積立金 209,113,634   

 繰越損益金 △ 27,631,960   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬など

の諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示して

います。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第17期計算期間末における費用控除後の配当等収益額(0円)、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額(0円)、

収益調整金額(194,062,672円)および分配準備積立金額

(209,113,634円)より分配対象収益額は403,176,306円(10,000

口当たり7,433円)ですが、当期に分配した金額はありません。

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○お知らせ 

2018年５月２日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行い

ました。 

 

2014年12月１日に投資信託及び投資法人に関する法律が改正施行されたことに伴い、信託約款第29条の２

（信用リスク集中回避のための投資制限）を新設し、一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に対する

株式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーおよびデリバティブ等エクスポージャーの信託財産の純

資産総額に対する比率は、原則として、それぞれ100分の10、合計で100分の20を超えないものとし、当該比率

を超えることとなった場合には、委託会社は、一般社団法人投資信託協会規則に従い当該比率以内となるよう

調整を行うこととしました。併せて、「運用の基本方針」にも記載し、その他所要の変更を行いました。 

 （変更日：2019年１月31日） 
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